
 

 

 

 

 

 

 

 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ付属α－Ｆｅ（ＦＥＲＬ）データ評価 
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概要 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦではアルミニウム材と鉄材の代表的な極点図データが付属しています。 

  

 

 このデータは、バックグランド処理、ｄｅｆｏｃｕｓ補正処理後のデータで 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ向け入力データに加工されています。 

 

ホルダＦＥＲＬＴＥＳＴを作成し、ＦＥＲＬデータの解析を行います。 

 

ＳｔａｎｄａｒａｄＯＤＦの解析 

 

 

 



ＳｔａｎｄａｒａｄＯＤＦのｗｏｒｋデータを退避 

 

  

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦのデータ処理結果は、Ｃ：￥ＯＤＦ以下に上書きされます。 

 このデータを入力データホルダにｃｏｐｙします。 

  

 

 

 



ＳｔａｎｄａｒａｄＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ 

 

  

 OutMaxを選択すると、再計算極点図を表示 

  

 

 

 

 



 再計算極点図のＴＸＴ２データが作成されています。 

  

 

  

  ｄｅｆｏｃｕｓ補正が行われている事が分かります。 

  

  StandardODFの入力ＴＸＴ２データも作成 

 



 

 

ODF最小値は－０．４５を示しています。 

 

 しかし、大部分はこの辺りと考えられます。ｒａｎｄｏｍは１０％程度に解析されています。 



他のＯＤＦでｒａｎｄｏｍを評価 

ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦで作成されたＴＸＴ２を用いて評価する。 

 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘ 

  

 

  

 

 

 

 

 

 



  

  Min=0.000 ｒａｎｄｏｍレベルは、０％を示す。 

  

 GPODFDisplayに読み込み、ｒａｎｄｏｍｐｒｏｆｉｌｅでも 

 ｒａｎｄｏｍは０．０％を示す。 

 

 

 



ＭＴＥＸで解析 

 

ODF,再計算極点図を Exportし、調査 

 

 

 



ODF図は、Ｔｒｉｃｋｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

 

最小値は４％を示す。 

 



ＭＴＥＸ（ｈａｌｆｗｉｄｔｈ＝２．５ｄｅｇｒｅｅ） 

 

 

 



ODF比較 

 

 

まとめ 

 間接法（Ｈｅｒｍｏｎｉｃ法）である、ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦとＭＴＥＸは同じような値を示し 

 直接法（ＡＤＣ）であるＬａｂｏＴｅｘと異なった値を示す。 

 特にｒａｎｄｏｍレベルが大きく異なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



逆極点（ND） 

ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ 

 

 最小値は－０．１３ 

ＭＹＴＥＸ（ｆｗｈｍ５ｄｅｇ） 

 

 

 


